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く    ら    ら 
第 16回 とちぎ協働まつり 2019 

日時：10月 27日（日）10：00～15：30  場所：とちぎ山車会館前広場 

テーマ 「とちぎに暮らす人」 大切にしたい”ヒト・モノ・コト” 
今年の協働まつりは、農家さん、職人さん、市民活動団体とのかかわりを通して、来場者の皆さんに栃木市で

暮らす良さを感じてもらうことが目標です。栃木市で育った野菜やお米を使った料理の販売や、栃木市で活躍

する職人さんから教わる、ものづくり体験などが行われます。これからのありたい暮らし方が見つかるかも。 
 

【出展するくらら登録団体】 
太平山麓九条の会（千人針体験）/ おかねのみかた（1 円貯金箱づくり…定員 10 名。可能な方はキャップ付

き空きペットボトル持参・硬貨相撲…定員 10名）/ とちぎ歌麿シアタープロジェクト（活動発表）/ NPO 法

人障がい者の一人暮らしを考える会(飲食物販売) / 吹上地区まちづくり協議会（飲食物販売）/ 障害福祉サ

ービス事業所 ゆーあい工房(飲食物販売）/ とちぎ子育てネットワーク（昔遊び体験）/ とちぎの山車祭り

伝承会（木札づくり体験）/ NPO 法人自然史データバンクアニマ net（飲食物販売）/ まちづくりネットワー

ク『つが』(箒づくり体験)  

 
【平 成 元 年 度  くらら講 座 】  

「地域と学校が協働でつくる探究学習  

〜 一人ひとりの想いと強みを活かした探究学習づくり～ 
私たちが住む地域にある資源や課題をもとに、子どもも大人も一緒になって 
探求学習に取り組めるように、どのような協働の体制をつくり、 

一人ひとりの想いと強みを活かした探求学習のプロジェクトを 
つくれるのかを演習中心に学びます。 
 
講師：NPO法人みらいず Works 代表理事 小見まいこ氏 
日時：11月 14日（木）18：30～21：30 
場所：とちぎ市民活動推進センターくらら 
定員：30名 
対 象 ： 学校教員・地域教育コーディネーター・地域と学校の協働に関心のある方 

講師 小見 まいこ氏 

文部科学省コミュニティ・ス

クール推進員（CS マイスタ

ー）を務める。認定キャリア

教育コーディネーター。 

とちぎ市民活動推進センター利用者協議会主催 くらら交流さろん 

「ステキな未来をソウゾウする～企画発表と意見交換会～」 
 

日時：2019 年 10月 20日 午後 2時～午後 4時 

場所：とちぎ市民活動推進センターくらら 

対象：栃木市内に在住・通勤している 40～50代の方/忙しくて自分のことを考える暇がない方 

/年齢問わず、内容に興味を持ってくれた方 

内容：私の描く理想の未来と構想の発表/教えて！栃木市の「魅力・特徴・暮らし」 

/あなたの「老後観、介護観、理想の老後像」 

企画：ひだまり（大学生の活動団体） 



９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

 「まずは 16曲を、1分くらいずつノンストップでかけます。」いつもと違う幕開けです。プロコルハルㇺ

の青い影に始まり、荒井由実のひこうき雲、山下達郎のクリスマス・イブ、パッヘルベルのカノンと続き、次の

曲はなんと、大阪で生まれた女！さらに、スピッツのチェリー。またクラシックに戻ってバッハの G 線上の

アリア。そして男が女を愛する時。いずれも、CM などでもよく耳にする印象的なヒット曲です。 

 一通り聴いてから、「青い影をめぐる冒険。あの曲、この曲、みな兄弟？」と題されたセットリストが配ら

れ、いよいよ種明かしと 1 曲ずつの解説です。これらの曲はいずれも「カノン進行」と呼ばれるコード展開 

が使われていて、シュガータウンさんが「あれっ、似てるなぁ。これが元ネタかな？」と、 

記憶をひもとき、耳で辿りながら描いたファミリーツリー（家系図）なのです。クラシック 

からポップスまで、このコードで様々な名曲が生まれています。 

 バッハの兄はパッヘルベルの生徒だったそうで、兄の結婚式で幼いバッハがパッヘルベルに 

会っているかもしれないと聞くと、なにやらドラマが秘められていそうで興味深いですね。 

                                         

                                                                                                                                                                                      

                                                            

                                                                                               

登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

579 スプラウツ 
ケーナやオカリナ、シンセサイザーなどの楽器演奏で、介護施設などで
の演奏会を行っている。 

580 とちぎ若者就労自立相談 若者の就労相談と自立相談及び独立相談。NPO の相談。 

第 297 回 9 月 9 日（月）13:30～14:30  小花一雄さん（草笛童子の会） 

『栃木市近郊の写真スライドショー＆草笛体験教室』 

👘日 時 11 月 2 日（土）3 日（日） 

10:00～12:00 受付 

👘参加費 3,000 円（横山郷土館入館料、着物一式 

     レンタル、着付け込み） 

👘着付場所/申込み 横山郷土館（入舟町 2-16） 

         ☎0282-22-0159 

まつり期間：10 月 26 日(土)～11 月 4 日（月休）

           

◇日時・場所  11 月 2 日（土）荒天時は 3 日（日） 

  ①13:00～巴波川会場（塚田歴史伝説館付近）  

    ②15:00 蔵の街大通り会場（山車会館付近） 

  ※巴波川会場での手話通訳をご希望の方は、 

   事前にご連絡ください。 

 ☎0282-21-2573 FAX0282-21-2674 

※登録団体数 307 団体 登録会員数 24,991 名（9 月 30 日現在） 

※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 草笛名人の小花さんは、カメラの腕前も相当なもの。4 年前の水害の時に大通り周辺で 

撮影した映像を見せてもらいました。貴重な記録として、長く残るものだと思います。前夜、 

台風が関東に上陸したこともあり、参加者の皆さん真剣に見入っていました。 

 次に、栃木の風景スライドショーです。岩船山の前を走る SL や満開の桜に雪が積もっている様子。秋まつりの

手古舞さんや歌麿まつりの花魁、水彩画のような色合いの渡良瀬遊水地など、どれも素敵な写真でした。 

 そしていよいよ、草笛体験の時間です。生の葉ではなく、繰り返し使えるビニール素材の葉が 1枚ずつ配られ、 

「ふるさと」や「里の秋」などのお手本を聴きます。素朴な音色ながら、よく響いて案外大きな音が出ます。 

 「草笛は楽器ではなく、口笛のようなもので、楽譜が読めなくてもだいじょうぶ」とのことですが、実際に吹

いてみると全然音になりません。吹きすぎると頭がくらくらするので要注意。「毎日少しずつ、3 か月もすれば 

吹けるようになりますよ」という小花さんの言葉を励みに、練習を続けたいと思います。 

 草笛童子の会では、出張演奏会や体験教室の依頼も受け付けているそうです。 

 

第 298 回 9 月 19 日（木）18:30～20:00 シュガータウンさん 

       『シュガータウンの音楽図鑑 vol.14』 

✦日 時 11 月 10 日（日）13:00～16:30 

✦場 所 蔵の街観光館多目的ホール（万町 4－1） 

✦参加費 500 円※学生無料（定員 50 名） 

✦講 師 北島尚志氏 

（NPO法人あそび環境Museumアフタフ・バーバン代表） 

✦申込み ☎0282-22-7062 

          メール：t-oyako@cc9.ne.jp 

■ 10 月 10 日（木）13:00～14:00 ラボ国際交流の皆さん 

         『英語教材お試しパーティー』 

■ 10 月 19 日（土）19:00～20:00 黒川拓一さん（栃木図書館館長） 

         『図書館の人と、本について話をしてみませんか』 

■ 11 月 9 日（土）19:00～20:00 赤羽由江さん（栃木市中途失聴難聴者協会） 

         『手話にふれてみよう』 

■ 11 月 19 日（火）10:00～11:00 静和二地区まちづくり協議会のみなさん 

         『われらが“まち協”はじまり物語』 

 

 

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

くららで話そ！  これからの予定 

✾日 時 11 月 10 日（日）9:30 集合 

✾集合場所 太平山・大曲駐車場 

✾作業時間 10:00～12:00 

✾共催団体 栃木県勤労者山岳連盟 

✾一緒に活動していただける会員を募集しています。 

✾問合せ ☎090-4541-0899（松本）  

🔵日 時  期間中の土・日・祝日 

    ①10:00～ ②13:00～（各 2 時間程度） 

🔵集 合 栃木市観光協会前（倭町 14-1） 

🔵参加費 無料（申込み不要） 

♪日 時 11 月２日（土）※荒天の場合は３日（日） 

     ①11:00～ ②14:00～ 

♪場 所 塚田歴史伝説館付近（倭町 2－16） 

♪料 金 無料 

 

📖日 時 11 月２日（土）①10:30～ ②13:30～ 

📖場 所 市役所 1 階市民スペース 

📖参加費 300 円（各回先着 10名）  

📔日 時 10 月 22 日（火祝）14:00～17:00 

📔場 所 くらら会議室（境町 19-3） 

📔話題提供者 舘野智子さん（新聞ちぎり絵作家） 

       冠地情さん（イイトコサガシ代表） 

📔参加費 1,000 円 

📔申込み メールまたはフェイスブックメッセージで 

     ①氏名②人数（大人・子ども別）③市町村 

     地域をお知らせください。 

📔メール tunagaru.hiroba@gmail.com 

❖日 時 10 月 26 日（土）13:30 開会 

❖場 所 藤岡公民館第1会議室（藤岡町藤岡 810） 

❖参加費 500 円（資料代） 

❖内 容 立松和平さんと谷博之さんが中心となり 

     まとめたものに追加撮影し再編集した。 

❖問合せ ☎090-3140-0733（山口）  
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 
くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバー
大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・遊
楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセンタ
ー・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介） 

↑原稿をお待ちしています！ 
※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 

URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

くららはここです 

そろそろ秋の気配が感じられる頃ですね。秋の味覚をたくさん食べるために、しばらく胃を休めて準備しておこうと思います（笑）
秋はイベントも多い季節ですね。毎週何かしら、どこかしらでイベントが行われています。行きたいイベントが同じ日に 2個も 3個
も重なっている、なんてこともこの季節はあるあるかもしれませんね。くららも参加しているとちぎ協働まつりや、くらら登録団体
が開催する、そらのこマルシェなどもぜひぜひ行ってみてくださいね。ところで、10月 6日は国際協力の日に制定されています。日
本に来たばかりの外国の方に「やさしいにほんご」で話すなど、身近にできることからチャレンジするのはいかがでしょうか(^^)？ 

くらら利用者協議会主催 

くらら交流さろん「ドキュメンタリー映画 上映会」 報告 

NHKスペシャル「戦後 0年東京ブラックホール 1945－1946」 

企画：若者からじぃじばぁばまで平和を考える市民の会 

 

上映されたのは NHK が制作したドキュメンタリーで、米軍に

よる敗戦直後の映像記録や CIA文書から浮かび上がってきた

新事実が。参加者の皆さんは当時を振り返って語り合い、戦

争を体験していない世代にこそ見てほしい、との思いを共有

していました。（参加者 17 名） 

 

くららの大掃除 報告 
予報が外れて暑い日差しの中、くららの大掃除を行いました。「この道具を使うときれいに汚れが落

ちるよ」なんて情報交換をしながら、しっかりくららをきれいにして頂きました。終了後の交流会で

は参加団体の PRも行いました。参加者の皆様、ありがとうございました！参加者 23名。 


